檄
　第23回参議院選挙の投開票日まで残すところ10日間となった。
　自治労の社会的評価、政治的影響力を維持するためにも、私たちは組織の存亡をかけ、全力を挙げて取り組み、何としても、組織内候補である「あいはらくみこ」（比例代表）の圧倒的な勝利を勝ち取らなければならない。
　自治労は、組合員一人につき「３回声をかける」という方針を確認し、第23回参議院議員選挙闘争の取り組みを進めてきた。
　民主党の支持が伸び悩む中にあっては、この方針を徹底し、自らの取り組みで、「あいはらくみこ」の支持を着実に積み上げ、民主党比例候補の上位に押し上げていく以外に勝利をつかみ取る術はない。
　取り組みの結果、「あいはらくみこ」の支持の輪は、確実に拡がりつつあるが、勝利を確信するには、もう一頑張りが必要だ。
　その意味でも、７月13日（土）～15日（月）は、「あいはらくみこ」の支持者の獲得・拡大に向けた最大のチャンスである。組合員一人につき「３回声をかける」という取り組み方針を、最後の最後まで徹底し、組合員一人ひとりの確実な行動に結びつけ、支持の輪を一層拡げよう！
　「あいはらくみこ」必勝にむけ、ともに頑張ろう！
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